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１．監督指導の基本的な考え

令和７年度は、第１４次鉱業労働災害防止計画（計画期間：令和
５年度から令和９年度までの５年間）の３年目であり、当部は本計画
の主旨を踏まえ、次の基本的な考えのもとに監督指導に取り組む。

<基本的な考え>
① 効果的・効率的な立入検査の実施による鉱山保安法令の遵守徹底

② 鉱山保安マネジメントシステムの活動の支援による保安レベルの向上

③ 災害等保安情報の提供及び九州地方鉱山保安表彰等を通じた
保安意識の高揚

④ 鉱業関係団体との連携による中小零細鉱山における保安レベルの
底上げ
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２．災害撲滅のための目標

鉱山災害の撲滅を最終目標とするが、令和７年（暦年）の当部の
災害目標は次のとおりとする。

<第１４次鉱業労働災害防止計画の目標> 令和５年度～令和９年度

（全国） ◆計画期間５ヵ年目標◆
指標１．毎年の死亡者 ０名
指標２．罹災者（全体）度数率 0.7以下
指標３．罹災者（重傷）度数率 0.5以下

（九州） ◆計画期間５ヵ年目標◆ ◆令和７年の目標◆
指標１．毎年の死亡者 ０名 ／ 死亡者 ０名
指標２．罹災者（全体）５名以下 ／ 罹災者（全体）１名 以下
指標３．罹災者（重傷）４名以下 ／ 罹災者（重傷）１名 以下
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４．鉱山保安マネジメントシステム活動への支援

鉱山保安マネジメントシステムの活動について、次のとおり助言、支援を
行い、保安水準の向上を図る

◼ リスクアセスメント（現況調査）への支援
鉱山のリスクアセスメントの充実を目指す

• 施業案変更時等における現況調査の実施状況を、保安検査等において確認する。
• 鉱山の理解度向上のため、鉱山の状況に応じた助言を行う

◼ マネジメントシステム活動への支援
鉱山保安マネジメントシステムの自己評価結果を踏まえ、鉱山の理解度向上を目指し、
地区保安対策協議会やメールマガジン、保安検査等を通じて助言等を行い、継続的な
保安水準の向上を図る

◼ マネジメントシステムの周知
判定チェック項目や手引書及びガイドブックについて前年度一部見直しが行われたため、
鉱山への周知を行う
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５．その他

◼ 広報
• 令和７年度の当部の取り組みの概要、保安統括者会議（ハイブリット形式）、 鉱山
保安表彰、全国鉱山保安週間及び地方鉱山保安協議会等について、ホームページ、 
メールマガジン、ツイッター、プレス発表により広報を行う

• 災害月報の電子申請のほか保安ネットの活用推進について情報提供を行う。
• 災害等情報の水平展開を実施するとともに、鉱山への調査、アンケート等を行い、 必
要に応じて情報提供を行う

◼ 関係団体と連絡を密にし、次の取り組みを行う
• 九州地方鉱山保安表彰
• 全国鉱山保安週間（７月１日～７日）における保安ポスターの鉱山、 関係団体
への配布、保安標語表彰及び保安講話

• 関係団体及び地区保安対策協議会に対する保安に関する情報の提供及び地域単
位での情報交換の促進による中小零細規模鉱山の保安レベルの向上



九州管内からの受賞

（１）保安従事者の部（４名）（順不同・敬称略）

①中山 英造（香春鉱山：福岡県 石灰石）

②塩崎 賢悟（新津久見鉱山：大分県 石灰石）

③坂田 研吾（東谷鉱山：福岡県 石灰石）

④林 芳久（船尾鉱山：福岡県 石灰石）

ＨＰで公開中
https://www.safety-kyushu.meti.go.jp/kouzan/hyoushou/R6zenkoku_komento.pdf
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５．（１）令和６年度 全国鉱山保安表彰

➢ 令和６年１０月８日、全国鉱山保安表彰受賞者（２鉱山、保安従事者１９名、
保安功労・貢献者１名）を表彰。

➢ このうち、九州からは「保安従事者の部」において４名が受賞。

受賞者写真



（１）鉱山の部（３鉱山）

嘉穂硅石鉱山（福岡県 非金属）

新鳶ヶ巣鉱山（福岡県 非金属）

東裕四浦鉱山（大分県 非金属）

（２）保安従事者の部（９名）（順不同・敬称略）

林 伸明（新津久見鉱山：大分県 石灰石）

中村 雅彦（新津久見鉱山：大分県 石灰石）

小松 竜峰（新津久見鉱山：大分県 石灰石）

川野 直樹（新津久見鉱山：大分県 石灰石）

竹尾 淑人（戸髙鉱山：大分県 石灰石）

仲西 節三（東谷鉱山：福岡県 石灰石）

宮田 孝浩（東谷鉱山：福岡県 石灰石）

末廣 智之（船尾鉱山：福岡県 石灰石）

野下 智弘（東裕四浦鉱山：大分県 非金属）

ＨＰで公開中

https://www.safety-
kyushu.meti.go.jp/kouzan/hyoushou/
R6hyoushoukomento.pdf

表彰式
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５．（２）令和６年度 九州地方鉱山保安表彰

➢ 令和６年６月１９日、九州地方鉱山保安表彰受賞者（３鉱山、保安従事者９
名）を表彰。



＜令和６年度当部実施事項＞
１．監督部長からのメッセージをホームページ・メルマガで配信
２．保安週間実施要綱及びポスターを各鉱山に配布
３．鉱山保安週間に合同庁舎本館１階ロビーにて保安標語の短冊や保安ポスター等の掲示
４．保安標語の募集、審査、表彰、入選標語の短冊を印刷・配布
５．保安標語の表彰にあわせて当部の保安講話を実施
  表彰鉱山（４鉱山）：赤石鉱山、嘉穂硅石鉱山、菱刈鉱山、新山ヶ野鉱山（順不同）

表彰時の保安講話 合庁ロビーでの保安標語の掲示
保安ポスター
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５（３）令和６年度 全国鉱山保安週間 実施概要

➢ 全国鉱山保安週間は、「国民安全の日（７月１日）」に併せ、鉱山における自主保安活動を
推進し、保安意識の高揚を図るとともに、広く国民の間に鉱山保安に関する認識及び理解を
深め、鉱山災害及び鉱害の防止に資することを目的に、昭和２５年度から毎年実施。

➢ 毎年経済産業省 本省 鉱山・火薬類監理官付で策定する「実施事項」(どういう点を注意・啓発
すべきか等まとめた項目集)を各監督部を通じて、各鉱山事業者に送付し、それに基づき事業所
は周知啓発のため、講演会やポスター配布・展示、標語の選考・掲示等を実施。


